
事故が起こった場合は、あわてず、
落ち着いて、次の処置をしてください。

事故や故障等、お車のトラブルで困ったときは、おクルマＱＱ隊まで
ご連絡ください。専門スタッフが24時間365日体制で対応します。

ケガ人の救護

警察へ連絡

相手の確認

目撃者の確認

0120‐258‐365

1

3

4

5

取扱代理店または
三井住友海上へ連絡6

三井住友海上へのご連絡は

へ

事 故 は  3 6 5日
24時間365日
事故受付サービス （無料）

救急車は

119番

警察は

110番

●この冊子は、万一の事故に備えてあらかじめご覧いただき、保険証券・保険契約継続
証コピー、またはドライバーカードと一緒に運転されるお車に常備しておいてください。
●この冊子は、事故が発生した場合の対応方法の概要をご説明したものです。ご不明
な点については取扱代理店または当社までお問合わせください。また、自動車保険
の補償内容については別途パンフレットをご用意しておりますのでご請求ください。

※LINEおよびLINEロゴはLINE（株）の登録商標です。
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● 取扱代理店

2023年1月1日以降始期契約用

事故現
場で

口約束
や

示談は
絶対に

しない
で

ください
!!

専用ダイヤル

おクルマ Q Q 隊

（無料）

レッカーQQ手配サービス
事故または故障等により走行不能となった場合に、レッカー
業者を手配し、レッカーけん引等に必要な費用をお支払
いします。

故障トラブル・ガス欠QQサービス
故障やトラブル、ガス欠により走行不能となった場合に、
現場で応急修理・軽作業を行います。

移動サポートQQサービス・宿泊サポートQQサービス
事故または故障等により走行不能となった場合に、現場から
ご自宅や出発地への移動費用や宿泊費用をお支払いします。
ただし、レッカーQQ手配サービスのご利用を条件とします。

ＬＩＮＥのトーク画面上で質問の回答を選択・入力いただくだけで
簡単にロードサービスを依頼できます。

ＬＩＮＥで受付サービス

まずは二次元バーコードを読み込んで、
「三井住友海上 おクルマQQ隊」を
友だち追加してください！

●おクルマQQ隊はロードサービス費用特約をセットしたご契約に提供します。
●おクルマQQ隊をご利用の際は、事前に「専用ダイヤル」にお電話いただくか、「ＬＩＮＥ公式アカ
ウント」等からご連絡をお願いします。
●自然災害等によりロードサービスの提供・実施が困難と判断した場合にご利用いただけないことがあります。
●専用ダイヤルへの入電が一時的に集中した場合や利用対象者の通話音声が著しく不良な状況等に
より通話ができない場合には、ロードサービスをご利用いただけないことがあります。

ご
注
意
点



ケガ人の救護

ケガ人がいる場合は、周囲を見渡して安全  であることを確認し、 
以下の手順に従って、救護してください。

反応

■  ケガ人に近寄る前に、周囲を見渡して安全であること   を確認してください。
■  ケガ人が頭や首を強く打った可能性がある場合は、む   やみに動かさないようにしてください。注意

救急車は 119番
気道確保

回復体位

止血

頭部後屈あご先挙上法

あり1

なし 助けを求める。119番通報、　AED（注1）の手配を行う。
（ケガ人が頭や首を強く打った可能性が        ある場合は、むやみに動かさない）

元気づけ、落ち着かせる。必   要な応急手当を行う。

呼吸

あり

2

普段どおりの呼吸をしている場合 　は、気道確保を行い救急隊を待つ。
嘔吐や吐血などがみられる場合、回復　 体位にする。

出血
あり

3

なし

ガーゼや清潔なハンカチなど    で出血部位を強く圧迫する。

骨折、ねんざ、痛みなど、その   他の異常がないか観察する。

外出血、特に大出血
を認めた場合は、た
だちに止血を行う。

胸と腹部の動き（上
下の動き）を見る。

声をかける、肩をたた
く等の刺激を与えて
反応を確認する（体
をゆすったり、動かし
たりしない）。 静かに額を押さえ、あご先を人

差指と中指の2本の指でゆっく
り持ち上げて、気道を確保する。

気道とは、呼吸の際の空気の通り
道で、「気道確保」とは、この通り
道を開通させることをいいます。

直接圧迫止血法（止血法の基本）

出血部位にガーゼや清潔なハン
カチ等を当て、その上から手で強
く圧迫する。圧迫は止血するま
で続ける（圧迫の継続が必要）。
なお、ケガ人の血液に触れて感
染症にかかることを防ぐため、
可能であれば、ビニール手袋を
着用するか、ビニール袋を手袋
の代わりに使用する。

あお向けにしたケガ人の横に座
り、①ケガ人の手前側の腕を開
く。②反対側の肩と腰を持って、
手前に静かに引き起こし、体を横
向きにする。③両ひじを曲げ、上に
なった手を顔の下に入れ、口元が
床面に向くようにする。④姿勢を安
定させるため、上になった足のひざ
を曲げ腹部に引き寄せる。以後、
定期的に体の向きを変える。

21
※上記の救護方法は、「救急蘇生法の指針《2020》・市民用（監修：日本救急医　  療財団心肺蘇生法委員会）」を参考に
　作成したものです。実際に救護を行う際は、ケガ人の状況により適切な処置を行     ってください。
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1

なし

胸骨圧迫30回＋人工呼吸　2回（注2）をくり返す

AED（注1）が到着次第、心電図の解析を行　 い、必要に応じて電気ショックを加える。

普段どおりの呼吸をしていない     場合はただちに心肺蘇生を行う。

心肺蘇生はAEDを装着するまで、専門家に引 き継ぐまで、またはケガ人が動き始めるまで続
ける。圧迫は強く（成人は少なくとも5cm、小児 は胸の厚さの約1/3）・速く（少なくとも100回
/分）・絶え間なく行う。圧迫と圧迫の間は、胸が 元の高さに戻るまで十分に圧迫を解除する。

AEDは電源を入れ、胸に電極パッドを貼り付けた後、音 声メッセージに従って使用する。AED使用後、ただちに
心肺蘇生（胸骨圧迫30回＋人工呼吸2回（注2））を再開し、 2分間続ける。以後、心肺蘇生とAEDの使用をくり返す。

じどうたいがいしきじょさいどうき
ちょくせつあっぱくしけつほう

とう ぶ こうくつ　　　 さききょじょうほう

（注1）AED（自動体外式除細動器）は、突然心停止状態に陥った場合に、心臓に　電気ショックを与えて、正常な状態に
戻す、誰にでも簡単に取り扱える医療機器です。

（注2）新型コロナウイルス感染症流行期においては、ケガ人が成人の場合、胸　 骨圧迫のみを行います。



二次災害の防止
注意

43

ハザードランプ（非常点滅表示灯）、停止表示器材等で
 二次災害防止措置をとる。

高速道路で運転することができなくなった場合は
 次の対応が必要。

事故現場の保存

取扱いおよび保管上の注意
・ガソリンや可燃物のそばで使用しない。
・トンネル内では使用しない。
・使用中は、顔や体に向けたり、近づけたりしない。
・大雨の時には筒を横に向けて合図する。
・発炎筒に表示されている有効期限を確認しておく。

自動車の後方の道路上に停止表示器材を置き、後続車の
運転者に停止していることがわかるようにする。
夜間（昼間で視界が200メートル以下の場合も同じ）は停止
表示器材とあわせて、ハザードランプ（非常点滅表示灯）を
点滅させる。
停止表示器材を置く時は、発炎筒を使って合図するなど後
続車に十分注意する。
現場を立ち去る時は、
停止表示器材を
置き忘れないようにする。

二次災害に巻き込まれないよう、自分と相手  双方の安全を確保してください。
また、二次災害を発生させないよう、車両等  を安全な場所へ移動してください。

二次災害のおそれがない場合

 ハザードランプ（非常点滅表示灯）、
停止表示器材等で

 二次災害防止措置をとる。
 安全な場所に車を移動し、

 エンジンを切る。

①万一に備え、
　日頃からどこに
　あるのかを
　確かめておく。

②本体を
　ひねりながら
　取り出す。

③すり薬でこすり、
　点火する。

事故現場の状況を確認し、安全な場所へ移動

点火方法

二次災害のおそれがある場合

停止表示器材の置き方 発炎筒の扱い方

1

2

3

4
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■  事故現場は、ガソリンが流れたり、積荷に危険があったりするた     め、火は絶対に使わないでください（発炎筒はガソリンや可燃物のそばで使用しない）。
■  二次災害の防止措置をとったら、車に残らず安全な場    所に避難してください。

※ 上記の二次災害防止措置は基本的なものです。事故現場の状況により適切な　  処置を行ってください。

2



警察へ連絡

自分と相手の運転状況

事故発生状況図

事故状況メモ欄　できる限りメモしておきましょう。
事故現場や車の停止位置、
損傷箇所等の写真を残して
おくことも有効です。

注意

警察は 110番

日時 月　　　　日　　　　時  　　　分頃

　　　　市区町村　　　丁目の 　　　あたりで

警察署　　　　　　担当官

病院名

ケガ人の救護
動かした物

場所

事故
内容

ケガ人

損壊物

対応
したこと

届出
警察

走行速度

道路の制限速度

道路幅

センターライン      有・無

信号                     有・無

一時停止の標識     有・無

左折・右折の合図     有・無

衝突回避措置

交通量

  km/h

  km/h

  m 

　 有の場合 信号の色（赤・黄・青）

　 有の場合 一時停止  した・しない

　 有の場合 交差点手前（ 　   ）m

ブレーキ・ハンドル・クラクション・加速

渋滞・混雑・普通・閑散

自分

■  事故現場をよく確認し、落ち着いて的確に通報してくだ　さい。
■  人身事故の場合は、人身事故である旨を正しく警察に   届け出てください。

相手

自分 相手 一時停止 一方通行

損傷箇所を
記入してください。

自分の車

相手の車

信号

記
号
例
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3

走行速度

道路の制限速度

道路幅

センターライン      有・無

信号                     有・無

一時停止の標識     有・無

左折・右折の合図     有・無

衝突回避措置

交通量

  km/h

  km/h

  m 

　 有の場合 信号の色（赤・黄・青）

　 有の場合 一時停止  した・しない

　 有の場合 交差点手前（ 　   ）m

ブレーキ・ハンドル・クラクション・加速

渋滞・混雑・普通・閑散

名



任
意
保
険

自
賠
責
保
険

任
意
保
険

自
賠
責
保
険

相手の確認

会社名

証券
番号

会社名

証明書
番号

相手の車 相手の保険
車名

車の色

注意 注意

目撃者の確認

名前

1

目
撃
者

〒

住所

連絡先

フリガナ

1

相
手

名前

2

目
撃
者

〒

住所

連絡先

フリガナ

■ 事故現場で相手と口約束・示談はしないでください。
■  周囲に目撃者がいる場合は、後日のために
連絡先を確認しておきましょう。
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4 5

名前

〒
住所

連絡先

フリガナ

その場で、できる限りのことを確認してください。

-

会社名

証券
番号

会社名

証明書
番号

相手の車 相手の保険

2

相
手 名前

〒
住所

連絡先

フリガナ

memo

ナ
ン
バ
ー

車名

車の色

-
ナ
ン
バ
ー



事故の日時・場所・状況

相手の方の住所・氏名・連絡先

相手の方のお車の登録番号

届出警察署・担当官

目撃者の方の住所・氏名・連絡先（目撃者がいる場合）

損害賠償の請求を受けた場合は、その内容

事故の連絡についてのQ＆A

事故に関する情報がそろっていませんが、事故の連絡をしたほ
うがよいでしょうか？

Q.1

事故に関して情報が不足している場合でも、取扱代理店または当社
へ事故のご連絡をお願いします。

A.1

事故にあいました。私に責任はないと考えていますが、事故の
連絡をする必要はありますか？

Q.2

お客さまの補償内容、事故の状況、および相手の方からの賠償内容
によっては、お客さまがご加入の自動車保険で保険金をお支払いで
きる可能性があります。
当社担当者にてご契約内容を確認のうえ、必要な手続きをご案内
しますので、事故のご連絡をお願いします。

A.2

事故の連絡を行った後はどうすればよいのですか？Q.4
当社保険金お支払センターよりご連絡します。
当社担当者より事故解決までの流れ、必要となる対応、お支払いの
対象となる保険金、および保険金請求手続きのご説明を行います。
また、お客さまからの事故に関するご質問にもお答えします。
なお、当社担当者から連絡が入る前に、当社へ連絡を行う必要が生じ
た場合には、当初ご連絡いただいた事故の受付先へご連絡ください。

A.4

私の車は損傷が小さく、自己負担額（免責金額）程度の損害です
が、事故の連絡は必要ですか？

Q.3

以下の理由により、事故のご連絡をお願いします。
損傷は小さく見えても、実際の修理費が予想以上の額になる場合があります。
適正な修理範囲、修理内容を確認します（車両保険にご加入いただいている場合）。
損害が小さい場合でも、お客さまにかわって当社が示談交渉を行うこと
ができます。

（1）
（2）
（3）

A.3

取扱代理店または 三井住友海上へ連絡
注意

■  取扱代理店または三井住友海上へ、
できるだけ速やかにご連絡をお願いします。

取扱代理店または三井住友海上へ
ご連絡いただく際は、次の事項をご通知ください。

三井住友海上へのご連絡は
24時間365日事故受付サービス 0120‐258‐365 へ（無料）
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6

お客さま安心サポート
事故の発生から解決まで安心しておまかせください。

（注）入院・後遺障害時における人身傷害諸費用特約または弁護士費用に関
する特約の保険金をお支払いする場合に、それぞれの保険金に対応
した専門家や事業者をご紹介します。なお、地域・時期等によっては、
事業者をご紹介できない場合があります。また、ご紹介した事業者は
お客さまの責任でご利用いただき、保険金額を超えて利用した場合
の超過金額はお客さまのご負担となります。

ロードサービス費用特約をセット
したご契約にロードサービスをご
提供します。

保険金請求書

交通事故証明書

おクルマQQ隊
車が壊れて
動かない…

夜間・休日でも事故受付時にお客さ
まのご要望に応じて、相手の方や医療
機関・修理工場やレンタカー会社など
へお客さまに代わってご連絡します。

代わって安心サービス
何をすれば
いいんだろう…

ご要望に応じてお客さまのもとをご訪問
し、不安な点などにいち早くお応えします。

入院まごころ訪問

安心して
事故対応を
まかせたい… スタッフがチームを組んで

対応します。

1事故1チーム制

お客さまに代わって相手の方との示
談交渉を行います。

示談交渉サービス

独自のネットワークを活かして、ホームヘルパー
やベビーシッター、弁護士、バリアフリーリ
フォーム事業者等をご紹介します。（注）

紹介ネットワーク
どこに頼めば
いいのかな…

対応の経過をお客さまに定期的に
ご報告し安心をご提供します。

ご契約者さま専用ページによる双方向コミュニケーション今、どうなって
いるのかな…

一定の条件を満たす保険金のご
請求の場合、必要事項をスマホ
にご入力いただくだけです。
※事故の内容によっては保険金請求書等
のご提出をお願いする場合があります。

スマホで簡単お手続き保険金
請求書類を
書かないと…

事故解決!

事故発生!

（事故の内容やご契約の状況等によっては、対応できな
い場合があります。）

裏表紙



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF682a5f0f4f1a793e30ad30e530ea30aa30b9306e63d051fa75280050004400464f5c6210307e305f306f30d730eb30fc30d575280050004400464f5c6210306b4f7f75283059308b30b830e730d630aa30d730b730e730f3306730593002>
  >>
  /Magnification /FitPage
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /PageLayout /SinglePage
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


